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肌
ヽ
髪
、
目
の
色
と
照
ら
し
合
わ

せ
、
約
百
五
十
色
の
中
か
ら
ぴ
た

り
と
そ
の
人
の
色
を
探
し
出
す
。

オ
シ
ャ
レ
に
敏
感
な
人
が
増
え
た

が
、
ま
だ
ま
だ

「好
き
な
色
が
似

合
う
色
」
と
、
誤
解
し
て
い
る
人

も
多
い
と
い
う
。

代
議
士
秘
書
を
三
年
間
務
め
た

の
ち
、
思
い
切

っ
て
今
の
仕
事
に

飛
び
込
ん
だ
。
昨
年
十
月
、
名
古

屋
市
中
区
栄
四
丁
目
に
オ
ー
プ
ン

し
た
相
談
所

へ
派
遣
さ
れ
た
。
訪

れ
る
人
の
四
割
が
男
性
。

「印
象

ア
ッ
プ
し
て
営
業
成
績
を
仲
ぼ
し

た
い
と
い
う
積
極
派
の
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ン
も
多
い
」
と
曽
我
さ
ん
（）
た

ま
ご
色
の
淡
い
ス
ー
ツ
に
、
ア
ク

セ
ン
ト
の
ス
カ
ー
フ
が
ひ
た
り
と

決
ま

っ
て
い
た
ｃ
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反
響
の
大
き
さ
に
喜
び

「私
た
ち
の
呼
び
か
け
が
こ
ん

な
全
国
的
な
運
動
に
な
る
な
ん
て

縁
の
下
の
力
持
ち
に

新
し
い
労
働
団
体
「連
合
愛
知
」

準
備
会
発
足

（二
月

一
日
）
を
前

に
、
事
務
局
長
的
な
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
る
中
電
労
組
副
委
員
長
で

連
合
準
備
委
員
の
妻
木
紀
雄
さ
ん

つ
こ
は
、
議
案
書
作
り
に
追
わ
れ

て
い
る
。

組
合
専
従
十
三
年
の
経
験
と
若

さ
。
そ
れ
に
、
民
間
労
組
が
先
に

加
盟
す
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
　
一，ぜ

ひ
」
と
頼
ま
れ
、
昨
年
二
月
、
調

整
役
を
引
き
受
け
た
。
各
労
組
の

言
い
分
を
聞
く
た
め
、
縄
ノ
レ
ン

を
く
ぐ

っ
た
り
、
根
回
し
に
も
力

を
注
い
で
き
た
。
貯
金
で
ワ
ー
プ

ロ
を
買
い
、
週
末
は
自
宅
で
書
類

作
り
。
連
合
作
り
に
、
ど

っ
ぷ
り

と
つ
か

っ
た
。

「連
合
は
、
小
さ
な
市
町
村
が

合
併
、
大
き
な
市
を
つ
く
る
よ
う

な
も
の
℃
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を

し
な
く
て
は
」
。
十

一
月
の
正
式

発
足
に
は
、
四
十
以
上
の
単
産
、

約
四
十
四
万
人
が
加
入
す
る
が
、

妻
木
さ
ん
は
こ
れ
を
機
に
、
出
身

労
組
に
一戻
る
予
定
。

「縁
の
下
の

力
持
ち
に
徹
し
た
い
」
と
、
県
内

各
地
を
飛
び
回
る
。

「今
年
の
春
、
夏
は
、
自
み
が

か

っ
た
ピ
ン
ク
、
オ
レ
ン
ジ
、
黄

み
ど
り
色
が
流
行
し
そ
う
。
イ
メ

ー
ジ
は
人
間
性
の
あ
る
柔
ら
か
さ

で
す
ね
」
。
こ
う
予
言
す
る
の
は

名
古
屋
で
カ
ラ
ー
ア
ナ
リ
ス
ト
第

一
号
の
曽
我
礼
子
さ
ん
ｅ
ｔ
。
客

の
相
談
に
応
じ
、
似
合
う
色
を
選

ド
ヘ
三
杉
Ｄ
プ

コ
／
ゼ
。

驚
い
て
い
ま
す
」
。
中
国

。
無
錫

市
に
桜
林
を
つ
く
る
運
動
を
進
め

て
い
る
日
本
桜
友
誼
林
建
設
実
行

委
員
会
の
長
谷
川
清
巳
委
員
長

徐
こ

（鈴
鹿
市
下
箕
田
二
の

一
七

の
七
）
は
、
四
月

の
訪
中
準
備

に
追
わ
れ
な
が
ら
も
、
全
国

か

ら
約
八
百
人
が
参
加
す
る
と
い
う

反
響
の
大
き
さ
に
、
喜

び
で
い

っ
ぱ
い
。

長
谷
川
さ
ん
ら
は
三
年
前
、
日

け
、
一

中
友
好
文
化
交

流
訪
中
団
員
と

平
ｒｌｌ

し
て
、
中
固
有
数
の

景
勝
地
で

い
わ
．

あ
る
無
錫
市
を
訪
れ
、
そ
の
雄
　
の
“

大
な
景
観
に
感
動
。
帰
国
後
、
金
　

　

¨

国
に
桜
林
建
設
界
金
を
呼
び
か
け
　
卜

．

た
ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

長
谷
川
さ
ん
自
身
、
二
十
蔵
の

い
匡

時
、
睦
筆
歩
兵

一
三
二
連
隊
に
人

の
手

隊
し
、
中
国
を
転
戦
。
こ
の
間
、
　
応
マ

多
く
の
戦
友
を
失
い
、
自
ら
も
右

院

一

足
に
銃
弾
を
受
け
て
、
武
漢
の
病

（ｒ

院
で
終
戦
を
迎
え
た
。
　
　
　
　
　
　
一

「戦
争
の
愚
か
さ
と
平
和
の
あ

り
が
た
さ
を
、
身
を
も

っ
て
体
験

し
ま
し
た
。
平
和
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
桜
が
子
々
孫
々
ま
で
咲
き
続

色
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う)さん        1
昭千口23年に 1日制最後の東 :

大に入ったo戦争でそれま 1
での権威も何もかもぶち壊 :

された後だ o世にいう恩師 1
というものはないんだよ。 1
核融合の道に入るきっかけ I
を作ってくれた人、という i

意味では、原子力産業会議 :

専務理事の森一久さんがそ :

うかなo向こうが 3つ年上 :
で、兄貴分だよo    l
森さんは京大の湯川秀饉■

門下 o学校も違うし、どこ :
で矢Eり合ったのか、今 じゃ |

思い出せないけど、不思議 1

な間柄だね o         l
大学を出て、 4年間民間会社に 1
勤めたoその時、森さんが「これ I
からは核融合だ」って、さかんに 1

そそのかすんだ oち ようど、世界 :
中で核融合をやろうって機運がワ :
― ッと起きてきた時 oよ し、やっ :
てやろうっ

てんで乗っ

ち ゃった o

給 料 が 半分

にな る って

1女房が泣い
て。思えは

|いに う見ず

だった o

当日寺:ま 25

1年でモ ノに

:なるだろう
って考えた

けど、恐れ多いことだよなoその 二
かわり相手にとって不足はないol

核
融
合
へ
の
恩
師
、
森

一
久
さ
ん

:自分でほめてちゃ世話ないけど、 :

'い
い仕事やったと思ってるよo :

将
来
は
世
界
の
プ
リ
マ

「友
達
が
お
し

ゃ
れ
し
た
り
、

栄
に
行

っ
て
き
た
と
聞
く
と
う
ら

や
ま
し
い
け
ど
、
わ
た
し
は
舞
台

で
素
晴
ら
し
い
体
験
が
で
き
、
や

っ
ば
り
よ
か

っ
た
」
と
名
古
屋
市

守
山
区
の
小
さ
な
プ
リ

マ
榊
原
弘

初
め
て
東
京
で
開
催
さ
れ
た
第

十
七
ロ
ロ
ー
ザ
ン
ス
国
際
バ
レ
エ

コ
ン
ク
ー
ル
で
、
欧
米
の
著
名
な

バ
レ
エ
学
校
に

一
年
間
、
授
業
料

免
除
で
留
学
で
き
る
ス
カ
ラ
シ
ッ

プ
賞
を
受
案
し
た
。

十

一
歳
か
ら
同
市
千
硬
区
の
バ

レ
エ
ス
タ
ジ
オ
に
通
う
。

「バ
レ

レ
ッ
ス
ン
終
了
後
も
自
調
を
欠
か

さ
な
い
。

「だ
か
ら
、
食
べ
て
も

太
ら
な
い
ん
で
す
」
と

一
屑
五
一
ヽ

三
十
六
計
の
ス
リ
ム
な
体
を
、
軽

や
か
に
躍
ら
せ
た
。

「入
賞
す
る
な
ん
て
考
え
て
も

い

な

か

っ
た

か
ら
、
そ
の
先
は

…
…
」
。高
校
受
験
生
に
と

っ
て
、

医 務

儡
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